
製造資本
• 設備投資額　567億円
• 製造拠点　11ヵ国48拠点

知的資本
• 研究開発費　389億円
• 産業財産権※2　13,517件

人的資本
• 連結従業員数　26,955名
（国内17,347名、海外9,608名）
• 一人当たり研修時間※3　46時間
• 教育研修費※3　20億円

自然資本
• 環境投資　約19億円
• 主要素材　7万トン
• エネルギー使用量　993GWh
• ガス類取扱量　58トン
• 取水　9,964m3

• 化学物質取扱量　1,117トン

社会関係資本
• お取引先様数※4　893社
• 産学官技術連携団体数　70団体
• 社会貢献費用※5　約3.3億円

財務資本
• 自己資本　8,002億円
• ネット有利子負債　192億円

売上高 873億円

地熱発電、水力発電、太陽光発電、風力発電など
クリーンなエネルギー

売上高 4,376億円

無停電電源装置、エネルギーマネジメントシステムなど
エネルギーの安定供給

売上高 7,333億円

低圧インバータ、半導体、自販機など
省エネ・自動化

富士電機の事業活動

エネルギー・環境事業で
サステナブルな社会に貢献

2026年度
中期経営計画目標

• 売上高 1兆2,500億円
• 営業利益（率） 1,400億円
 （11.2%）

• 親会社株主に帰属する当期純利益（率）
 900億円

 （7.2%）

• 配当性向 30%目安
• ROE 12%以上
• ROIC  10%以上

経済価値

• 生産時の温室効果ガス排出量
 32万トン-CO2

 （2019年度比29％削減）

• 製品による社会のCO2削減貢献量
 58百万トン-CO2

 （2019年度比59％増加）

• 従業員会社満足度 3.8pt以上/5pt

• ウェルビーイング指数 3.6pt以上/5pt

社会価値

目指す姿インプット

社会価値

• 生産時の温室効果ガス排出量

 27万トン-CO2

 （2019年度比40％削減）

• 製品による社会のCO2削減貢献量

 59百万トン-CO2

 （2019年度比61%増加）

• 廃棄物最終処分率 0.08%

• 従業員会社満足度 3.8pt/5pt

• ウェルビーイング指数 3.6pt/5pt

• 女性役職者数 361名
• 障がい者雇用率 2.95%
 （参考：法定雇用率2.5%）

アウトカム

経済価値

• 売上高 1兆2,276億円
• 営業利益（率） 1,366億円
 （11.1%）

• 親会社株主に帰属する当期純利益（率）

 980億円
 （8.0%）

• 配当金額 295億円
• 配当性向 30.1%

• ROE 13.1%

• ROIC 12.6%

エネルギー・環境事業
の推進

ウェルビーイング
の実現

ガバナンスの
更なる徹底

環境ビジョン
2050の推進

▲

環境（P45～52）

▲

人財（P53～57）
▲

ガバナンス（P59～72）

・パワー半導体とパワーエレクトロニクス
・エネルギーサプライチェーンを通じたシステムソリューション力

強み（ビジネスモデル）

▲

事業領域と強み（P5・6）

▲

セグメント別概況（P27～36）

エネルギー インダストリー 半導体 食品流通

事業領域

▲

経営の重要課題（P19・20）

マテリアリティ

コア技術

（2025年度）※1 （2025年度）※1

（2025年度）※6

再投資・経営資本強化

パワー半導体

計測・制御技術

パワーエレクトロニクス

冷熱技術

製品・サービスによる提供価値
（アウトプット）

※3 一人当たり研修時間、教育研修費：富士電機㈱ならびに富士電機機器制御㈱の集計値ベース
※4  お取引先様数：2025年度までの直近3年間の購入額の上位80%を構成するお取引先様数

※5  地域社会活動、科学技術振興、学校教育振興、国際交流・教育など。政治献金は除く
※6 売上高は、セグメント間の内部取引等を消去・調整する前の金額に基づき算出

※1 数値は連結ベース
※2 産業財産権：特許権、実用新案権、意匠権、商標権

価値創造プロセス
富士電機は、エネルギー・環境事業を通じて、パワーエレクトロニクスのリーディングカンパニーとして、ク
リーンなエネルギー、エネルギーの安定供給、省エネに貢献する製品・サービスを提供します。経済価値
と社会価値の創出により、サステナブルな社会に貢献するとともに、ステークホルダーから信頼される富
士電機であり続け、持続的な企業価値向上を目指します。
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